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警備員

厳原港３号４号岸壁警備（大型船）体制参考図

・警備時間は、 9：0０～１8：００を
想定。

・仮設移動式障壁は、２９０ｍを想定。

・寄港回数は年４回を想定

この参考図はあくまでも想定であり、制限区域の範囲、警備員の配置につ

いては、船の種類等により決定される。


